
4月5日（土）　令和7年度春季リーグ戦第１節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

奈学大 1 0 0 3 0 0 2 0 X 6

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 3 5 1 1 1 遊 本間 4 2 1 1

2 遊 疋田 4 2 0 0 2 二 河原 3 3 0 0

3 右 前田 3 3 0 0 3 右 吉岡 4 3 2 2

4 指 京橋 4 3 1 1 4 指 森 3 4 2 1

5 左 林 2 4 1 0 5 一 松林 4 3 1 1

6 三 田中創 3 4 0 0 6 中 小南 2 5 1 0

7 一 菱田 2 3 0 0 7 捕 守 4 3 0 0

8 二 樋口 4 3 1 0 打 藤村 3 1 0 0

9 捕 小田竜 4 1 0 0 捕 石井 3 0 0 0

打 小林 4 1 0 0 8 左 小田 3 3 2 0

投 片山 3 - - - 左 中田 2 1 0 0

山口 4 - - - 9 三 米井 3 3 1 1

利川 2 - - - 投 片岡 2 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 平野 4 - - -

7 5 3 1 0 29 4 2 近藤 3 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

3 11 2 1 2 31 10 6

【投手成績】 【投手成績】
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片山 6 111 31 22 7 3 8 4 4 片岡 3 1/3 60 18 13 3 1 3 2 2

山口 2/3 21 6 4 2 0 1 2 0 平野 4 2/3 65 16 13 1 4 2 0 0

利川 1 1/3 19 7 5 1 0 2 0 0 近藤 1 9 3 3 0 2 0 0 0

合計 8 151 44 31 10 3 11 6 4 合計 9 134 37 29 4 7 5 2 2
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【戦評】

１年ぶりに戻ってきたⅠ部の舞台で、いよいよ開幕戦を迎えました。大事な初戦を勝利で飾るため、チーム全員で昨秋の覇者に挑みました。

先制点を挙げ勢いに乗りたい初回。二死から前田（現３・須磨学園）が四球を選ぶと、続く４番京橋（経４・清教学園）がレフトの頭上を大きく超える適時二塁打を放ち、幸先良く１点を先制します。

一方、開幕投手を務めたのは、３季連続となる片山（生３・府立池田）。１回裏、二死から四球を許すと、連打を浴び１点、試合は振り出しに戻ります。

しかし３回表、根来（経３・府立生野）が放った打球は高く上がり、そのままスタンドイン。公式戦では初となるホームランにより勝ち越しに成功します。

４回表、先頭の田中創（法３・金沢桜丘）が相手の失策を誘い出すと、樋口（工４・刈谷）が安打、小田竜（工４・県立伊丹）が野手選択により出塁し、一死満塁のチャンスを作ります。しかし、惜しくもダブルプレーとな

り追加点を挙げることはできません。

５回表には林（工２・大阪明星）が安打を放ちますが、後続が断たれてしまいます。

４回裏、ここまでランナーを背負いながらも最少失点で抑えてきた片山ですが、四死球により満塁のピンチを背負います。ここから連続で適時打を浴び、３点を失います。

流れを取り戻したい後半戦は６回裏、四球と安打により一死一三塁のピンチを背負いますが、樋口と疋田（工４・広島新庄）の二遊間コンビが見事なボール捌きでダブルプレーに抑え、無失点で切り抜けます。

守備の良い流れを攻撃に持ち込みたいところですが、なかなか相手投手に対応できず、点差を縮めることができません。

７回裏、リーグ戦初登板となる山口（商４・西尾）がマウンドに上がります。緩い変化球で相手を翻弄しますが、守備の乱れもあり２点を失います。

山口に代わり、７回途中からは利川（経２・西大和学園）が登板します。四死球などでランナーを背負いますが、落ち着いて後続を抑えます。

４点ビハインドで迎えた最終回。粘り強い攻撃を見せつけたいところでしたが、代わった相手投手に手が出ず、三者凡退で試合終了。２－６で敗戦いたしました。


